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■ ７. 樹形モデル図（要介護認定等基準時間の推計方法） 

以下の各樹形モデルから算出される行為区分毎の時間の合計値に特別な医療の時間

（資料 1 参照、医療関連行為に加算）と認知症高齢者のケア時間を加算（資料 5 参照）

したものが要介護認定等基準時間として示されます。 

 

図表 35 樹形モデルの種類と時間の表示範囲 

樹形モデルの名前 時間の表示範囲 

食 事 1.1 分～71.4 分 

排 泄 0.2 分～28.0 分 

移 動 0.4 分～21.4 分 

直
接
生
活
介
助 

清 潔 保 持 1.2 分～24.3 分 

    間 接 生 活 介 助  0.4 分～11.3 分 

    BPSD 関 連 行 為 5.8 分～21.2 分 

    機能訓練関連行為 0.5 分～15.4 分 

    医 療 関 連 行 為  1.0 分～37.2 分 

 

【樹形モデルの見方】 

１） 各樹形モデルの最上部の分岐について選択し、左右いずれかの該当する方向に進みながら、下

方部に向かって分岐をたどっていきます。 

２） 次の分岐についても同様の作業を繰り返します。ただし、分岐に対する選択の下方部に数値（時

間）が記載されているときは、この作業を終了します。この時間が、この表から算定された時間に

なります。 

３） なお、各分岐は、認定調査項目の選択に基づくが、樹形モデルにおいて分岐が四角で囲まれて

いる項目は、中間評価項目得点に基づいて分岐を選択します。 



食事摂取

視　力

寝返り

認知機能精神・行動障害 口腔清潔

生活機能

身体機能・起居動作

短期記憶

麻痺の種類

外出頻度

生活機能

えん下

身体機能・起居動作

生活機能

生活機能

短期記憶

移　動認知機能

できる

見守り等31.2以下 31.3以上 できない

67.1以下 67.2以上 できない

できる

つかまれば可

40.3以下 40.4以上

一部介助

全介助

介助されていない

見守り等

48.6以下 48.7以上

一部介助

全介助

介助されていない

見守り等 11.5以下 11.6以上

全介助

介助されていない

一部介助27.7以下 27.8以上できる できない88.9以下 89.0以上

12.3以下 12.4以上 35.4以下 35.5以上

できる できない

週1回以上

月1回以上 月1回未満

普通

1ｍ先が見える

目の前が見える

ほとんど見えず

判断不能 ない

いずれか一肢のみ

両下肢のみ

左上下肢あるいは
右上下肢のみ

その他の四肢の麻痺

18.6

7.511.1

11.2

10.1 71.4 21.6

65.9 56.08.8 5.0

3.4

34.915.4

13.7

1.1

45.4

34.2 25.3

6.8

食　事
時間の表示範囲：1.1～71.4
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排　便

移　乗

視　力

日常の意思決定

日常の意思決定

拘縮（股関節）

両足での立位

ズボン等の着脱

拘縮（肩関節）

精神・行動障害

精神・行動障害

精神・行動障害

精神・行動障害

認知機能

生活機能

生活機能

精神・行動障害 生活機能

両足での立位生活機能

生活機能

生活機能

生活機能

身体機能・起居動作

身体機能・起居動作

普通 １ｍ先が見える

目の前が見える

ほとんど見える

判断不能

１ｍ先が見える

目の前が見える

ほとんど見えず

判断不能

ない ある

ない ある

できる

全介助

全介助

介助されていない

一部介助

介助されていない

見守り等

一部介助

介助されていない

見守り等

一部介助

全介助

特別な場合を除いてできる

日常的に困難

できない

できない

できない

ない

できる

支えが必要

介助されていない

見守り等

介助されていない

見守り等

できる

一部介助
全介助

一部介助

全介助

支えが必要

できない58.3以上58.2以下

96.5以上96.4以下

45.6以上45.5以下

41.4以上41.3以下

35.4以上35.3以下

78.0以上77.9以下

83.0以上82.9以下

91.5以上91.4以下

3.6 以上3.5 以下

85.0以上84.9以下

55.1以上55.0以下 27.1以上27.0以下

17.6以上17.5以下

12.0以上11.9以下

87.8以上87.7以下

85.2以上85.1以下 77.4以上77.3以下

20.7以上20.6以下

65.9以上65.8以下

15.1 11.6 19.1 22.6

23.9

21.0

24.0

19.8

24.5

22.1

24.125.9 28.0

24.5 20.1

19.7

21.5

17.4

21.7

2.9 2.0 0.2 16.1

8.3

11.1

8.2 4.7

18.4

20.8 22.9

20.5

22.125.9

身体機能・起居動作身体機能・起居動作 社会生活への適応 いずれか一肢のみ
両下肢のみ
左上下肢あるいは
右上下肢のみ
その他の四肢の麻痺

特別な場合を除いてできる
日常的に困難

麻痺の種類

排　便

口腔清潔 身体機能・起居動作

排　泄
時間の表示範囲：0.2～28.0
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身体機能・起居動作

生活機能

生活機能 生活機能

精神・行動障害 移　動 排　便 移　動

聴　力 生活機能 社会生活への適応 短期記憶 ズボン等の着脱

認知機能

移　乗

身体機能・起居動作 日常の意思決定 認知機能 寝返り

移　乗

洗　身

今の季節を理解

座位保持

麻痺の種類

食事摂取

麻痺の種類

認知機能

身体機能・起居動作

身体機能・起居動作

身体機能・起居動作

介助されていない
見守り等

63.2以下 63.3以上

3.4以下 3.5以上

97.6以下 97.7以上
一部介助
全介助

1.6以下 1.7以上

普通
やっと聞こえる

大声が聞こえる
ほとんど聞こえず
判断不能 43.7以下 43.8以上 3.6以下 3.7以上

19.7以下 19.8以上

64.3以下 64.4以上
介助されていない
見守り等

15.8以下 15.9以上

36.2以下 36.3以上

できる
つかまれば可 できない

できないできる

できる

自分で支えれば可
支えが必要
できない

介助されていない
一部介助

全介助
行っていない

介助されていない
見守り等

一部介助
全介助

ない

いずれか一肢のみ
両下肢のみ
左上下肢あるいは右上下肢のみ
その他の四肢の麻痺

87.5以下 87.6以上

61.7以下 61.8以上

79.4以下 79.5以上

介助されていない
見守り等

一部介助
全介助 介助されていない

見守り等
一部介助
全介助

介助されていない
見守り等

一部介助
全介助

見守り等
一部介助
全介助

介助されて
いないできる できない

ない
左上下肢あ
右上下肢
その他の四

いずれか一肢のみ
両下肢のみ
左上下肢あるいは
右上下肢のみ
その他の四肢の麻痺

できる
特別な場合を
 除いてできる

日常的に困難
できない

一部介助
全介助

79.9以下 80.0以上

11.4

10.4

8.8 7.3

7.6 11.1

12.6

14.6

21.4 19.2

15.2 17.2 20.5 17.6

17.8 16.3

20.8

19.3

19.1

19.0

4.7 7.8 8.2

14.2 10.2 3.8

4.6 7.6 4.1

2.0 0.4

移 　 動
時間の表示範囲：0.4～21.4
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起き上がり

意思の伝達

上衣の着脱

短期記憶 視　力

聴　力

排　尿

拘縮（膝関節）

麻痺の種類

麻痺の種類

麻痺の種類

食事摂取

外出して戻れない

自分の名前をいう

精神・行動障害精神・行動障害

精神・行動障害精神・行動障害

精神・行動障害

精神・行動障害

社会生活への適応

精神・行動障害

身体機能・起居動作

身体機能・起居動作

身体機能・起居動作

身体機能・起居動作身体機能・起居動作

身体機能・起居動作

生活機能 生活機能 生活機能

生活機能

生活機能

認知機能

生活機能

認知機能

介助されていない

見守り等できない

できる

つかまれば可

できない

ない ある

介助されて
いない
見守り等

一部介助

全介助

一部介助

全介助

できないできる

できる できない

介助されていない

見守り等

一部介助

全介助

ない

ときどきある

ない

いずれか
一肢のみ
いずれか
一肢のみ

その他の
四肢の麻痺

その他の
四肢の麻痺

ある

目の前が見える

ほとんど見えず

判断不能

普通

１ｍ先が見える

できる

ときどきできる

ほとんど不可

ない

やっと聞こえる
大声が聴こえる

普通
やっと聞こえる
大声が聞こえる

ほとんど聴こえず
判断不能
ほとんど
判断不能
ほとんど聴こえず
判断不能
ほとんど聞こえず
判断不能

63.5以下 63.6以上

75.1以上75.0以下

85.6以上85.5以下73.1以上73.0以下 26.4以上26.3以下

87.6以上87.5以下

89.2以上89.1以下91.4以上91.3以下75.4以上75.3以下

97.5以上97.4以下

89.1以上89.0以下84.2以上84.1以下

77.7以上77.6以下

98.4以下 98.5以上 96.1以下 96.2以上

68.8以下 68.9以上

70.3以下 70.4以上

51.2以下 51.3以上 3.4以下 3.5以上

96.0以下 96.1以上

5.2以下 5.3以上

5.2以下 5.3以上

10.815.1

14.818.1

15.517.5

13.6

17.321.0

13.015.615.8 17.620.5 15.417.7 24.318.5

6.07.6

3.05.89.8 1.23.9

16.411.6 8.010.58.011.4

20.415.8 17.123.1 23.3 6.7

清 潔 保 持
時間の表示範囲：1.2～24.3

いずれ
両下肢
左上下
右上下
その他

いずれか一肢のみ
両下肢のみ
左上下肢あるいは
右上下肢のみ
その他の四肢の麻痺

ない
いずれか一肢のみ
両下肢のみ
左上下肢あるいは
右上下肢のみ

ない
いずれか一肢のみ
両下肢のみ
左上下肢あるいは
右上下肢のみ

両下肢のみ
左上下肢あるいは
右上下肢のみ
その他の四肢の麻痺

両下肢のみ
左上下肢あるいは
右上下肢のみ
その他の四肢の麻痺
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生活機能

自分の名前をいう 精神・行動障害

身体機能・起居動作

生活機能 精神・行動障害 認知機能

精神・行動障害 ズボン等の着脱

精神・行動障害 生活機能 社会生活への適応 身体機能・起居動作

片足での立位

精神・行動障害

食事摂取意思の伝達

視　力 移　動

外出頻度 移　乗

寝返り意思の伝達

意思の伝達 口腔清潔

えん下

移　乗

移　乗

生活機能

精神・行動障害

視　力

金銭の管理

認知機能

生活機能

できない

目の前が見える
ほとんど見えず
判断不能

14.4以下 14.5以上

10.1以下 10.2以上58.1以下 58.2以上

9.4以下 9.5以上 80.8以下 80.9以上

98.8以下 98.9以上

できる

普通
1ｍ先が見える

95.8以下 95.9以上

月1回未満
週1回以上
月1回以上

ときどきできる
ほとんど不可
できないできる

69.0以下 69.1以上

見守り等
一部介助
全介助

介助されて
いない

介助されて
いない

ときどきできる
ほとんど不可
できないできる 40.0以下 40.1以上 できない

できる
支えが必要

58.9以下 59.0以上

ときどきできる
ほとんど不可
できないできる

つかまれば可
できないできる

見守り等
一部介助
全介助

74.4以下 74.5以上

1ｍ先が見える
目の前が見える
ほとんど見えず
判断不能

1ｍ先が見える
目の前が見える
ほとんど見えず
判断不能

普通

見守り等
一部介助
全介助介助されていない

全介助
介助されていない
一部介助 51.0以下 51.1以上

介助されていない

見守り等
一部介助
全介助 全介助

介助されていない
一部介助

40.1以下 40.2以上

見守り等

一部介助
全介助

一部介助
全介助

できる
見守り等
できない

65.5以下 65.6以上69.7以下 69.8以上

88.2以下 88.3以上

介助されていない
見守り等

5.4 0.4

2.2 4.2 10.9 8.03.6

1.3

1.7 2.8

4.7 3.0

6.5

7.1 11.3 7.7 6.75.8

6.3 8.2 3.2 4.7

6.4

5.7

4.9 3.6

5.8 7.2

9.4

7.8

4.5

5.1 4.6

2.7 3.6

間接生活介助
時間の表示範囲：0.4～11.3



麻痺の種類

意思の伝達

精神・行動障害

意思の伝達

歩　行 麻痺の種類

認知機能身体機能・起居動作 口腔清潔

認知機能

徘　徊身体機能・起居動作

身体機能・起居動作座位保持

外出して戻れない

歩　行

日常の意思決定

身体機能・起居動作

精神・行動障害

精神・行動障害

ない

81.0以下 81.1以上

90.8以下 90.9以上

90.2以下 90.3以上 68.1以下 68.2以上

できる
つかまれば可
できない

できない
できる
つかまれば可

できる

自分で支えれば可
支えが必要
できない

できる
特別な場合を除いてできる
日常的に困難 できない

48.6以下 48.7以上 18.3以下 18.4以上

95.3以下 95.4以上
できる
ときどきできる ない

一部介助
全介助介助されていない

できる
ときどきできる
ほとんど不可 できない

ない
ときどきある
ある

80.5以下 80.6以上

ない

いずれか一肢のみ
両下肢のみ
左上下肢あるいは
右上下肢のみ
その他の四肢の麻痺

ほとんど不可
できない

ときどきある
ある

いずれか一肢のみ
両下肢のみ
左上下肢あるいは
右上下肢のみ
その他の四肢の麻痺

75.8以下 75.9以上

21.2

8.16.710.516.1

9.0

7.610.6 6.3 7.6

7.5 6.2

8.7

5.86.4

10.8 10.1

6.2 5.8

6.4 6.1

B P SD関連行為
時間の表示範囲：5.8～21.2
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機能訓練関連行為
時間の表示範囲：0.5～15.4

麻痺の種類

つめ切り 排　尿 日常の意思決定

日常の意思決定日常の意思決定

日常の意思決定

えん下 集団への不適応

集団への不適応

麻痺の種類

移　乗

麻痺の種類意思の伝達薬の内服 視　力

麻痺の種類拘縮（肩関節）

場所の理解

麻痺の種類えん下

その他の四肢の麻痺左上下肢あるいは右上下肢のみ

いずれか一肢のみ
両下肢のみ

1m先が見える
目の前が見える
ほとんど見えず
判断不能

ない
いずれか一肢のみ

左上下肢あるいは右上下肢のみ
その他の四肢の麻痺

できる
特別な場合を除いてできる
日常的に困難

できる
特別な場合を除いてできる

両下肢のみ

両下肢のみ
左上下肢あるいは
右上下肢のみ
その他の四肢の麻痺

ない
いずれか一肢のみ

ときどきある
ある

見守り等できる

介助されていない
一部介助 全介助

介助されていない
一部介助

できる
ときどきできる

ほとんど不可
できない全介助

介助されていない
見守り等

一部介助
全介助

介助されていない
見守り等

一部介助
全介助

特別な場合を除いてできる
日常的に困難
できないできる

できる
特別な場合を除いてできる
日常的に困難

日常的に困難

できる できない

できない

ない

できない ない

ない

ときどきある
ある

できない
できる
見守り等

ない

80.4以下 80.5以上 35.6以下 35.7以上

37.6以下 37.7以上 28.5以下 28.6以上

91.2以下 91.3以上 96.7以下 96.8以上 5.2以下 5.3以上

1.6以下 1.7以上

90.8以下 90.9以上

99.5以下 99.6以上

64.2以下 64.3以上 72.9以下 73.0以上 88.4以下 88.5以上

21.3以下 21.4以上

97.3以下 97.4以上 54.1以下 54.2以上

ない
いずれか一肢のみ
両下肢のみある

普通

精神・行動障害

精神・行動障害

精神・行動障害 精神・行動障害精神・行動障害

精神・行動障害

社会生活への適応

身体機能・起居動作

身体機能・起居動作

身体機能・起居動作

生活機能

生活機能認知機能

生活機能生活機能

認知機能

5.5 10.5

2.0 4.0 1.1 4.1 1.63.9 3.9 2.5 4.6

0.5 5.72.07.1 4.68.9 6.1

10.5 7.7 6.1 4.5 7.6 7.8

7.811.610.4

15.4 7.0

2.2 4.6

6.0

1.9 3.3 6.5

2.54.6 3.2
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えん下

移　動 視　力

移　乗

立ち上がり

場所の理解 意思の伝達

食事摂取

麻痺の種類

毎日の日課を理解

自分の名前をいう

歩　行

片足での立位外出頻度

精神・行動障害

精神・行動障害

精神・行動障害

精神・行動障害

身体機能・起居動作

身体機能・起居動作

身体機能・起居動作

身体機能・起居動作

社会生活への適応

生活機能生活機能

認知機能

生活機能

いずれか一肢のみ
両下肢のみ
左上下肢あるいは右上下肢のみ
その他の四肢の麻痺ない

普通
１ｍ先が見える

目の前が見える
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判断不能

できない

できる
見守り等

介助されていない
見守り等

見守り等
一部介助
全介助介助されていない

できる

できる
週１回以上
月１回以上 月１回未満 できない

つかまれば可
できない

できる
つかまれば可

一部介助
全介助

できない

できる
支えが必要

できる
ときどきできるできない

できない

できない

できる

できる

介助されていない
見守り等
一部介助 全介助

ほとんど不可
できない

66.8以下 66.9以上

19.5以下 19.6以上 76.0以下 76.1以上

72.2以下 72.3以上

52.7以下 52.8以上

26.0以下 26.1以上

41.5以下 41.6以上

84.6以下 84.7以上

97.3以下 97.4以上

16.4以下 16.5以上

10.1以下 10.2以上95.8以下 95.9以上

0.5以下 0.6以上

1.0

4.2

3.3 2.0

4.5 3.2

4.4

3.0

7.4

14.8 10.1

7.0 8.3

9.2 5.1

3.9 5.3

2.9

6.1

6.5

5.9

2.6

6.0

29.028.0

33.7

37.2

32.0

医療関連行為
時間の表示範囲：1.0～37.2
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■ ８. 判定結果の妥当性についての検証 

下記の参考指標を用いて判定結果の妥当性について検証してください。参考指標は、「日

常生活自立度の組み合わせによる要介護度別分布」及び「要介護度変更の指標」の 2 種類

であり、このうち「日常生活自立度の組み合わせによる要介護度別分布」については、平

成 20 年のデータをもとに集計したもの（図表 36）を示しています。一方、「要介護度変更

の指標」については、認定調査項目が変更になったことから、本テキスト発行の後、平成

21 年度のデータをもとに新たに作成することとしており、当面の間、本テキストにおいて

示すもの（図表 37、38）を使用してください。 
新たな要介護認定方法の導入に当たり、介護認定審査会において、従来の認定方法と比

較した検証を行うことも重要であることから、検証を行うに当たっては、一次判定を変更

した場合に限らず、変更しない場合においても、必要に応じて活用してください。  
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図表 36 日常生活自立度の組み合わせによる要介護度別分布 

平成 20 年 1 月～12 月申請データ（平成 21 年 2 月末日現在） 
認知症高齢者自立度：自立            認知症高齢者自立度：Ⅲ     

  自立 Ｊ Ａ Ｂ Ｃ    自立 Ｊ Ａ Ｂ Ｃ 

非該当 42.1% 5.0% 0.4% 0.0% 0.0%  非該当 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

要支援 1 42.5% 59.3% 19.7% 1.0% 0.0%  要支援 1 0.8% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 

要支援 2・要介護 1 13.8% 34.6% 61.3% 14.7% 0.3%  要支援 2・要介護 1 28.1% 20.9% 4.7% 0.2% 0.0% 

要介護 2 0.8% 1.1% 15.2% 30.6% 1.8%  要介護 2 41.8% 44.7% 27.4% 2.7% 0.0% 

要介護 3 0.4% 0.1% 3.0% 39.3% 19.8%  要介護 3 26.1% 30.2% 53.9% 24.3% 1.8% 

要介護 4 0.2% 0.0% 0.3% 12.5% 42.8%  要介護 4 3.0% 3.7% 13.0% 56.8% 24.5% 

要介護 5 0.1% 0.0% 0.0% 2.0% 35.3%  要介護 5 0.2% 0.1% 1.0% 16.0% 73.7% 

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%  合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

認知症高齢者自立度：Ⅰ      認知症高齢者自立度：Ⅳ     

  自立 Ｊ Ａ Ｂ Ｃ    自立 Ｊ Ａ Ｂ Ｃ 

非該当 15.4% 1.9% 0.1% 0.0% 0.0%  非該当 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

要支援 1 61.6% 44.0% 10.8% 0.3% 0.0%  要支援 1 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 

要支援 2・要介護 1 22.1% 51.9% 63.7% 8.7% 0.1%  要支援 2・要介護 1 2.6% 2.4% 0.4% 0.0% 0.0% 

要介護 2 0.8% 2.1% 20.4% 26.4% 0.9%  要介護 2 11.8% 10.9% 3.8% 0.3% 0.0% 

要介護 3 0.2% 0.1% 4.5% 44.4% 13.2%  要介護 3 52.9% 52.4% 31.8% 5.0% 0.2% 

要介護 4 0.0% 0.0% 0.4% 17.8% 44.8%  要介護 4 28.0% 30.8% 52.9% 44.9% 6.4% 

要介護 5 0.0% 0.0% 0.0% 2.3% 40.9%  要介護 5 4.6% 3.3% 11.0% 49.7% 93.4% 

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%  合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

認知症高齢者自立度：Ⅱ      認知症高齢者自立度：Ｍ     

  自立 Ｊ Ａ Ｂ Ｃ    自立 Ｊ Ａ Ｂ Ｃ 

非該当 0.8% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0%  非該当 1.9% 0.4% 0.1% 0.1% 0.0% 

要支援 1 20.9% 12.0% 2.0% 0.0% 0.0%  要支援 1 1.9% 2.4% 0.3% 0.0% 0.0% 

要支援 2・要介護 1 70.7% 75.7% 48.0% 3.5% 0.0%  要支援 2・要介護 1 32.3% 25.6% 6.7% 0.2% 0.0% 

要介護 2 7.0% 11.2% 37.1% 17.2% 0.3%  要介護 2 19.0% 22.5% 12.4% 1.1% 0.0% 

要介護 3 0.6% 0.9% 11.6% 45.6% 6.3%  要介護 3 25.3% 27.6% 29.4% 6.1% 0.1% 

要介護 4 0.1% 0.0% 1.2% 29.3% 41.7%  要介護 4 13.9% 17.4% 35.2% 28.4% 1.9% 

要介護 5 0.0% 0.0% 0.1% 4.3% 51.6%  要介護 5 5.7% 4.1% 15.9% 64.1% 98.0% 

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%  合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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○本指標は、二次判定と一次判定を比較して､二次判定の要介護度がより軽度又は重度である者について統計

的に処理を行い、認定調査項目の選択肢の傾向を分析したものです。 
 

図表 37 要介護度変更の指標 一次判定結果をより軽度に変更することの多い調査項目と選択肢 

（平成 16 年度データ） 

一次判定結果 
調査項目 選択肢 

要支援 1 
要介護 1 

要支援 2 
要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 

食事摂取 一部介助以下 1,2,3           ○ 

意思の伝達 ときどきできる以下 1,2           ○ 

日常の意思決定 特別な場合以下 1,2         ○   

毎日の日課を理解 できる 1         ○   

短期記憶 できる 1         ○   

口腔清潔 介助されていない 1       ○     

薬の内服 介助されていない 1     ○ ○     

日常の意思決定 できる 1     ○ ○     

洗身 介助されていない 1     ○       

歩行 できる 1   ○         

つめ切り 介助されていない 1   ○         

片足での立位 できる 1 ○ ○         

起き上がり できる 1 ○           

立ち上がり できる 1 ○           
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図表 38 要介護度変更の指標 一次判定結果をより重度に変更することの多い調査項目と選択肢 

（平成 16 年度データ）  

一次判定結果 

調査項目 選択肢 
自立 要支援 1 

要介護 1 

要支援 2 
要介護 2 要介護 3 要介護 4 

金銭の管理 一部介助以上 2,3 ●           

日常の意思決定 特別な場合以上 2,3,4 ●           

同じ話をする ある 3 ●           

短期記憶 できない 2 ● ●         

金銭の管理 全介助 3   ●         

毎日の日課を理解 できない 2   ●         

今の季節を理解 できない 2   ●         

薬の内服 一部介助以上 2,3     ●       

口腔清潔 一部介助以上 2,3     ● ●     

洗顔 一部介助以上 2,3     ● ●     

整髪 一部介助以上 2,3     ● ●     

場所の理解 できない 2       ●     

移乗 全介助 4         ●   

上衣の着脱 全介助 4         ●   

洗顔 全介助 3         ●   

自分の名前を言う できない 2         ●   

座位保持 できない 4           ● 

食事摂取 全介助 4           ● 

えん下 できない 3           ● 

 
※認定調査項目「飲水」を削除し、選択肢「自立」を「介助されていない」に修正した 
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